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が, そのうち C.sinensisは主として日本, 台湾,






座 長 :東 昇 (京大)
乳呑みマウス脳7代,-ムスター腎細胞 3代通過後,














シ ン ポ ジ ウ ム 抄 録
を度々認めた｡その出芽状態は様々であるが例外なく
coreを有している｡










2) 大きさは直径 50m/Lを有し, 極めて均一で,
形は6角形を呈している｡
3. 不完全ウイルス粒子


















を見出した｡ この粒子はウイルス粒子よりや や大 き
く,coreを欠 く｡形も一定でない｡
結論 :1) ウイルス粒子形成の場は細胞 質膜 であ














堀 田 進 (神大医学部)
神戸大学医学部は1964年および1965年にそれぞれ第
1次および第2次の医学調査隊をインドネシアに派遣
し,さらに本年第3次隊を派遣する予定である｡この
うち第2次隊は1965年7月より9月にかけて Suma-
tra島南部 Lampung州地区に診療所を開設して,
来診した患者の治療に当ると共に現地在住者より 300
例の血清を採取した｡該血清については神戸大学医学
部微生物学教室において抗 ArboVirus抗体を Mi-
crotiter法によって測定した｡現在のところデング熱
1型(Dl),日本脳炎(JE),黄熱(YF)に対するHI価
の測定を完了した｡
その成績を概括すると次の通りである,
1) Dlは広 く分布浸淫している｡
2) JE は少数ながら明らかに存在する｡
3) YF 陽性血清がかなりの数認められた｡これは
おそらく交叉反応,特に Dl感染にもとづ く交叉反応
と推測されるが,その結論はなお将来の検討に待ちた
い｡
我々は上記 3種の抗元の他にデング熱の他の型,お
よび現在東南アジア地域に流行しつつある出血熱の病
因として重要視されている Chikungunyaウイルス
に対する抗体の測定も計画しているので,その成績が
得られればつけ加えて発表したい｡
なお我々は実験室内研究としてデング熱ウイルス弱
毒株の組織培養,プラーク形成などの基礎的事項を検
討してきたので,これらの知見を東南アジアの現状に
どの程度関連させ得るかという点についても討論およ
び討議の機会が与えられれば幸いである｡
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